








っている。

　モノ：ファクトリー創設のきっか

けになったのは、ある疑問だった。

「自社の売上を考えたら、廃棄物は

増えた方がいい。しかし廃棄物のプ

ロである私たちこそが、廃棄物の削

減に取り組むべきではないか？」そ

こで考案したのが、いったんは捨て

られたモノを集め分別・解体を行い、

加工を施すなどして有用な「素材」

に再生産する「リマーケティングビ

ジネス」だ。

　例えば、古くなって捨てられた椅

子は、従来ならその時点で廃棄物と

なる。もし古くても欲しい人がいれ

ばリユースとなるが、それが難しけ

れば解体して鉄のフレームをマテリ

アルリサイクル、もしくは再資源化

できないウレタン等を熱源利用する

サーマルリサイクルというのが一般

的な流れだった。しかしモノ：ファ

クトリーでは、廃棄物を「素材」と

捉える。椅子のフレームを組み合わ

　1937年創業の産業廃棄物処分事

業者、株式会社ナカダイ。2011年、

廃棄物由来の素材を展示・販売し、

廃棄物に新たな価値を生み出す拠点

「モノ:ファクトリー」を創設した。

廃棄物を「ごみ」ではなく
「素材」として活かす

　年間2400人ほどが訪れるモノ：

ファクトリーは、まるで美術館のよ

うだ。元々は廃棄物だったLANケ

ーブルや大きな信号機など、400種

類にも及ぶ色鮮やかな素材と、その

素材から生まれたプロダクトが展示

されている。使われなくなったソー

ラーパネルを使用したテーブルや、

小学校で廃棄された跳び箱でできた

椅子など、どれもユニークでハイセ

ンスだ。またここでは、解体／創作

ワークショップや工場見学を開催し、

廃棄物に対する理解を深めるのと同

時に、モノと人あるいはモノと環境

の関係を考えるきっかけづくりを行

せたアート作品や、座面を自動車の

エアバッグの生地で張り変えた新た

な椅子に生まれ変わらせている。

これからのモノの廃棄の
在り方とは

　世界中から廃プラスチックを輸入

していた中国が、受け入れを全面的

に禁止したのは象徴的な出来事だろ

う。大量に中国へ輸出していた日本

は、国内でリサイクル含む適正処理

をするという当たり前のことをしな

くてはならなくなった。この社会的

背景からも、製品を作ったら、作っ

た製品を自社の責任で回収・処理す

る仕組み、また廃棄物をその後も使

うことを前提とした仕組みの構築が

必要になるという。そのために、例

えば、廃棄物の量、素材、商品の特

徴など「捨てる情報」を企業が予め

開示することで、使いたい人に繋ぐ

ことができる、とナカダイの代表取

締役、中台澄之氏は語る。

　モノが循環する社会の構築へと挑

戦を続ける、ナカダイへの期待は高

まる。

� ［聞き手：つな環編集部］

産廃処理から社会を変える／
株式会社ナカダイ

地 域 の 活 動 か ら 学 ぶ
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カギ、アンテナ、麻袋、学校の机、信号機など、廃棄物から生まれた素材を並べた
マテリアルライブラリー

モノ：ファクトリーで実施している解体ワーク
ショップでは、工場に集まる多様なモノを自分
で実際に解体し、廃棄物について考える場とな
っている
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教育ファームにて有機米を生産する田んぼでの田植え（夷隅小学校5年生）

2018年度に作付面積は約20haに

到達している。その結果、有機米導

入 率 は2105年 度 の 約1割 か ら

2016年 度 は 約4割 に、 そ し て

2017年秋の収穫をもって学校給食

の全量有機米化は達成されている。

いすみ生物多様性戦略

　有機稲作モデル事業と並行して生

物多様性の地域戦略作りも進められ、

2015年2月には「いすみ生物多様

性戦略」が策定されている。いすみ

生物多様性戦略は、里山里海の保全

再生と農林漁業の振興、生活となり

わいの視点の重視、生物多様性教育

の推進などの戦略を支える大きな柱

となっている。その一方で、既存の

事業を積極的に盛り込み、生物多様

性の担当課を農林水産課（現在は農

林課）にするなど、他の地域戦略に

は見られない特徴も備えている。特

に盛り込まれた186の事業のうち

の約2 ／ 3が既存の事業になったこ

とは、行政にも市民にもいすみ生物

多様性戦略がより身近なものとなり、

行動に移すためのハードルを下げる

学校給食の全量有機米化

　始まりは「自然と共生する里づく

り連絡協議会」（以下、協議会と略）、

人もコウノトリも住める地域づくり

を合言葉に、環境保全と有機農業の

推進を掲げ2012年に活動をスター

トさせている。中でも2014年度か

らいすみ市のモデル事業となった有

機稲作は協議会発足時から活動の中

心に位置づけられている。

　2015年1月、有機稲作モデル事

業にいすみ市としての目標が定まった。

　あるセミナーで農家の人たちから

「収穫した有機米は学校給食で子ど

もたちに食べてもらいたい」という

意見が出された。同席していたいす

み市長はその思いを受け止めて即決、

この瞬間から学校給食全量有機米に

向けた取り組みが始まった。

　学校給食での有機米の使用は生産

農家のモチベーションを高め、さら

に他の農家の刺激にもなった。

2015年度には新たに10名の農家が

加わり作付面積も約4倍に増加、そ

の後も参加農家も面積も着実に増え、

生物多様性の主流化に向けた取り組み／
千葉県いすみ市

国内事例
in Japan

3

効果をもたらしている。

生物多様性の主流化へ

　今いすみ市は、有機米の産地化と

学校給食への導入に続いて、有機米

作りと環境教育を軸に据えた教育フ

ァームを展開している。それに続い

て、伝統的な農林漁業の見直し、里

山の水辺の再生、土着菌堆肥作り、

混獲海藻の資源化、都市農村交流な

どに取り組み、 事業者、 行政、

NPO、大学など多様な主体が協働

できる仕組み作りを進めている。

　生物多様性の主流化という言葉が

ある。生物多様性の保全と持続可能

な利用を、地球環境から身近な市民

レベルまで、さまざまな主体がさま

ざまな社会活動・経済活動の中に組

み込んでいくことを意味している。

　いすみ市のような暮らしと経済活

動の基盤に農林漁業がある地域では、

いすみ生物多様性戦略に基づく活動

がそのまま生物多様性の主流化の取

り組みと一致していくと考えられる。

　さらにSDGsが目指す持続可能な

社会作りは、環境と社会と経済の協

調の上に成り立つものであろう。

SDGsが地域でそして一人ひとりが

実感できるテーマになるためにも生

物多様性地域戦略を策定し活動を組

織していくことの意味は大きいと思

われる。

ちば生物多様性県民会議代表、生物多様性い
すみ戦略策定委員会副委員長を務める。
2015年6月、「房総野生生物研究所」を設立。

手塚幸夫
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水の研究へ進むきっかけとなった	
故郷での洪水被害

　私はUNU-IASで、「持続可能な開発のための水」

（Water for Sustainable Development: WSD）とい

うプロジェクトで研究をしています。人間の経済・社

会活動にとって欠かせない資源である水を、持続可能

な形で確保することは、SDGsにおいても重要なゴー

ルの1つです。WSDは、アジア太平洋地域の地方都

市でケーススタディをおこない、経済・社会・環境に

おいて水が果たす役割、影響などについて総合的に評

価する研究をおこなっています。

　私が水に関する研究に進もうと思ったきっかけは、

2010年に故郷イタリアのヴェネトで体験した大規模

な洪水被害です。氾濫した川のそばで一週間生活し、

ようやく救助された時の安堵感は忘れられません。そ

れ以来、水が私たちの生活にもたらすリスクについて

考えるようになりました。

　災害のリスクを回避し、適応できる社会構築のため

には、水資源や災害に関する行政体制の改革が必要で

す。特に、関連組織の連携、コミュニティとの対話の

機会、地域の特性を反映させることが重要です。この

変革の過程において、研究者が貢献できることは大き

いと感じており、それが私の研究の原動力です。

日本の防災対策から学ぶこと

　博士課程を終え、自分を大きく成長させてくれる場

を探す中で、日本で研究活動をする機会を得ました。

もともと日本の文化や慣習、高度な技術には関心があ

りましたが、特に日本の防災対策からは多くを学んで

います。防災への投資、インフラ整備、早期警戒シス

テム、メディアでの災害報道、人々の防災意識など、

世界の手本となるような事例が多くあります。

　また来日して驚いたのは、持続可能な社会の実現に

向けた啓発活動や、参加型のイベントが多く開催され

ていることです。特に東京には、個人レベル、社会レ

ベルで変革を強く望む人々が集まっていることに感銘

を受け、私も積極的にイベントに参加しています。

地球を犠牲にせず、責任感を持って	
誠実に向き合う社会へ

　サステイナビリティ（持続可能性）を考える上で大

事な視点に経済・環境・社会がありますが、重要なの

は自然環境との調和の上に、私たちの健康の維持や経

済の安定が成り立つということです。かつてコフィ・

アナン元国連事務総長が語ったように、将来起こるか

もしれない災害に備える社会体制を確立するのは容易

ではありません。防災への投資や取り組みの効果や利

益は、すぐに目に見えて実感出来るものでないことが

多いからです。でも、将来のために今行動を起こす事

こそが私たちが負っている責務であり、「持続可能な

社会」という言葉が真に意味することだと考えていま

す。私にとって「持続可能な社会」とは、地球を犠牲

にせず、責任感を持って誠実に向き合う社会です。

GLOBAL VIEW

災害リスクに適応できる社会の確立へ
将来の為に今行動を起こすことが私達の責務

研究者の視点

ジュリア・ロデル（Giulia Roder）

パドヴァ大学で博士号（環境・土壌・資源・衛生）、修
士号（森林環境科学）、学士号（森林環境テクノロジー）
を取得。2019年4月からUNU-IASのリサーチ・アソシ
エイトとして研究活動に従事している。国籍はイタリア。

ジュリア・ロデル

インド集落での持続可能な開発や水についての調査

国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）リサーチ・アソシエイト

12 ［つな環］第34号　“変革”を起こす  ～平成から令和へ～
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世界のSDGsアクション
国連では、SDGsの普及・推進に向けて国連事務総長の特別イニシアティブ「国連SDGアクションキャンペーン」が
展開されている。このイニシアティブでは、SDGs達成に貢献する優れた活動を「SDGアクションアワード」として
毎年表彰している。アワードの受賞団体の活動には、変革に向けたアクションの参考となる取り組みも多く存在する。

上記以外にも様々な分野のユニークな取り組みが表彰されている。活動の詳細は、
国連SDGアクションアワードウェブサイト(https://sdgactionawards.org/)より入手可能。

　2015年にグラミー賞を受賞したRicky Kej氏によるプロジェクト。シンプルで前向きな歌

詞と明るいメロディで、地球のために必要な行動が歌われた27曲。歌と歌詞カードはウェブ

サイトで公開され、非営利目的であれば誰でも無料で利用できる。既にインドの一部の教科

書にも掲載されるなど、教育現場での活用が広がっている。2019年国連SDGアクションア

ワード・クリエイティブ部門賞受賞。http://www.myearthsongs.com/

　ベルギー第3の都市ゲントが、日常生活から取り組めるSDGsアクションを

呼び掛けたキャンペーン。期間中は、「みんなで自転車に乗ろう（目標３：健

康）」「まだ行ったことのない人をソーシャルレストラン※に連れてゆこう（目

標１：貧困）」など、SDGsと関係する具体的な行動をスローガンに掲げ、アク

ションの数をゲント以外の5都市と競いながら実施した。このキャンペーンに

は、ゲント市役所の23部署と市民6000人以上が参加。2018年国連SDGアク

ションアワード・コミュニケーター部門賞受賞。https://ookmijn.stad.gent/

sdguitdagingen（オランダ語）

My Earth Songs　～子供のためのSDGsソング～

The SDG Voices　～ SDGsアクションで競争!? ～

Topic

1

Topic

3

協力：国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）

© 2019 My Earth Songs

　ドイツ国内における人口5000人以上の自治体のSDGs達成状況を47

の共通インディケーターを使って可視化したプロジェクト。ベルテルス

マン財団、ドイツ連邦経済協力開発省、アルンスベルク行政区などを含

む7団体が連携した。前年度からの達成状況や他都市との比較もできる。

ベースとなっているデータにも簡単にアクセスすることができ、市民だ

けでなく政治家への働きかけにも有効なツールとして期待されている。

2019年国連SDGアクションアワード・ビジュアライザー部門賞受賞。

https://sdg-portal.de/detail/bonn-kreisfreie-stadt

自治体SDGポータルTopic

2
例：教育の目標に関するフラ
ンクフルトの達成状況。中等
教育機関の退学率などの項目
について、改善（●）、変化な
し（ ▼）、悪化（■）の３つのア
イコンで状況が報告されてい
る。出典：SDG Indicators 
for Municipalities

© 2019 - Stad Gent　
「みんなで自転車に乗ろう！」キャンペーンで使われたポ
スター。「ゲント市vsオーステンデ市：どちらが大きなサ
イクリングシティ？」と書かれている。※ソーシャルレストラン：様々な形態が存在するが、多くの場合 NGOやチャリティ団体が運営し、補助金

付雇用制度を活用して、雇用を得ることができなかった人々をスタッフとして雇い、低価格で食事を提供す
るレストランを指す。レストランは誰でも利用することができ、貧困、雇用、社会的包摂など複数の課題を解
決する取り組みとして注目されている。（GHYS, Tuur. "Exploring the Potential of Belgium’s Social 
Restaurants for Poverty Reduction." Japan Social Innovation Journal 7 (2017). https://www.
jstage.jst.go.jp/article/jsij/7/1/7_23/_pdf/-char/en.）
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　持続可能な地域づくりは、どうしたら可能だろうか。あ
る地域の成功事例を表面的に真似しても成功は難しい。そ
こで、ソーシャルデザインの第一人者である著者が、表層
の模倣による地域づくりではなく、科学的アプローチに基
づく再現可能な方法論による地域づくりを提唱したのが本
書である。地域は「生きている」とし、その活性化のため
には、SDGsの考え方をベースに、住民同士が繋がり、共
鳴し、互いに高めあい、人と経済が循環する独自の生態系
を再生する必要があると説く。
是非手に取り、自分の足元から
できることのヒントを見つけて
ほしい。

　畑に興味はあるけど、経験がないし遠くまで行く時間も
ない…そんな人にお勧めしたいのが「シェア畑」だ。都市
部で野菜づくりを楽しめる畑のレンタルサービスで、高齢
化や担い手不足等で維持管理できなくなった農地を活用し
ている。
　特徴は、種や農具が用意されていること、菜園アドバイ
ザーのサポートがあること、そして無農薬へのこだわり。牛
糞や油かすなどの肥料で栽培するので、野菜は安心してそ
の場で丸かじりできるそうだ。
　スーパーに行けば野菜が簡単に手に入る都会の暮らし。し
かし、土に触れ、自分の食べ物を自分で作り採れたて野菜
を味わう。そんな経
験から得られるもの
も多いはずだ。

　私たちの暮らしに様々な恵みをもたらす海。そして海の
豊かさを支えているサンゴ礁。
　今、世界規模でサンゴの白化現象が起きているのを知っ
ているだろうか。この映画は、ダイバーと科学者、写真家
らが結成したチームが３年間にわたって、その知恵と情熱
をすべて注ぎ、水中のサンゴが枯れてゆく現象を追い続け
たドキュメンタリーだ。彼らが海底で目にしたサンゴの姿
は衝撃的なものだった。
　海の中で今何が起きているのか、私たちは普段目にする
ことはないだろう。だからこそこの映画を見てほしい。知
ることが、行動を起こす一歩に
なるだろう。

　洗剤や柔軟剤による、身体への影響や環境汚染を気にし
ていた人に選ばれ始めているのが、「ベビーマグちゃん」だ。

「洗濯には洗剤を使う」、この常識を大きく変えた、洗剤を
使わない新時代のお洗濯である。三角のネットに入ってい
るのは高純度のピュアマグネシウム。これを水の中に入れ
ると、水素の気泡が発生し、高い洗浄力のある弱アルカリ
イオン水ができる。皮脂汚れを市販の洗剤と同様に分解し、
臭い成分の分解率は洗剤の約10倍あるという。洗剤を使わ
ないという新しい「選択」、してみてはいかがだろうか。

サイエンスに基づく
「持続可能な地域づくり」ハンドブック

映像で見せつけられる
サンゴ礁の現実

地球にやさしい・
人にもやさしいお洗濯

都会で気軽に畑を始めてみよう

モ ノ ・ コトも っ と 知 り た い

Book

Space

Activity

Goods

「チェイシング・コーラル 
―消えゆくサンゴ礁―」
原題：Chasing Coral ／89分
監督：ジェフ・オーロースキー 
日本では劇場未公開：Netflixオリジナル
映画『チェイシング・コーラル ―消えゆく
サンゴ礁―』独占配信中。エミー賞自然ド
キュメンタリー部門で最優秀賞を獲得。
https://www.netflix.com/jp/
Title/80168188

「ベビーマグちゃん」
株式会社宮本製作所
2,592円 (税込)
ベビーマグちゃん１つで約300回くり返し使用可能。
https://item.rakuten.co.jp/magchan/m-00020/

サポート付き貸し農園　
シェア畑
https://www.sharebatake.
com/

『持続可能な地域のつくり方
―未来を育む「人と経済の生態系」
のデザイン』
筧裕介 (著)
英治出版（2019年）
本体2,400円＋税
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TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

「服のたね」プロジェクトのたね

―まず、エシカルファッションとは
どのようなものか教えて下さい。
　一般的には「人と地球にやさしいフ

ァッション」と説明されることが多い

ですね。洋服を買うとき、通常はデザ

インや価格、素材などで選びますよね。

それだけではなく、どのような生産背

景を辿ってここまで来たのか、そして

自分が手放した後どうなるかという、

服の「過去」と「未来」を視野に入れ

て選ぶ。過去の視点では、大きく分け

て２つあります。１つは「素材」の選

び方で、環境負荷が低い素材を使うこ

と。例えば、石油由来ではない素材や

リサイクルされた素材を使う、それか

らオーガニックコットンを選ぶなどで

す。もう１つは、「服を作っている人」

の視点。服には裁断や縫製など多くの

プロセスがあります。現時点では全自

動ではできず、たくさんの人の手が入

って１つの商品ができます。それにも

関わらず、服の値段って安いと思いま

せんか。また、未来の視点でいえば、

日本では半数近くの服が着られずに廃

棄されていると言われています。売れ

残ると多くの場合は焼却処分になりま

す。また、コットンのTシャツ1着を

作るのに約2900リットルの水が使わ

れます。そこで新しい服ばかりでなく

古着を買うのもエシカルの１つだと思

います。

―具体的にどんなエシカルなものを
持っていますか。
　例えば今日着ているのは「ピープル

ツリー」のオーガニックコットンの服。

このブランドは27年以上、アジアの人

たちの暮らしを考えたフェアトレード

をしています。また、ピアスはドイツ

の「UMIWI」というブランドで、古

いスプーンやフォークをリサイクルし

たシルバーでできています。

　自分の持ち物を100％エシカルにす

るのは難しい。でも、10％でもいいの

で取り入れる人がたくさんいたら、社

会に与えるインパクトは大きいですよ

ね。

　エシカルブランドは高い、と耳にす

ることもありますが、それならまずは、

身近なブランドで「長く大切に使える

か」を考え、選ぶ。これなら誰にでも

できると思います。エシカルファッシ

ョンは特定のアイテムではなく消費の

態度を指す言葉でもあると考えていま

す。

―現在取り組まれていることは。
　服の「過去」と「未来」に目を向け

る機会が少ないと感じていました。そ

こで最近実施しているのが「服のたね」

プロジェクトです。参加者へコットン

の種を配り、育っていく様子を各自が

オンライン上でシェアします。コット

ンの芽がうまく出なくてもどかしくな

ったり、農薬を使いたくなったり、色

んな思いを経験するんです。秋に収穫

したら皆で紡績工場に行って、糸がで

きる工程を見た後に、その糸を生地工

場まで持っていく。服のデザインまで

皆で考えてシャツを作りました。昨年

度は40 ～ 50人が参加してくれました。

このように色々な背景や想いを知るこ

とができる活動をしていきたい。自分

の持ちものを「誇りをもって語れるか

どうか」。そうすればきっと選び方が変

わってくると思います。
［聞き手：つな環編集部］

誇りをもって
語れる服を選ぶ
モデル／エシカルファッションプランナー

鎌田安里紗氏

徳島市出身。ファッション雑誌『Ranzuki』で
モデルデビュー。プラチナムプロダクション所
属のファッションモデルとして活動しつつ、エ
シカルファッション・フェアトレード等に関す
る情報発信を積極的に行う。環境省「つなげよ
う、支えよう森里川海プロジェクト」アンバサ
ダー、People Treeアンバサダー、慶應義塾大
学総合政策学部非常勤講師として活躍中。

鎌田安里紗（かまだ　ありさ）
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　環境省では、「つなげよう、支えよう森里川
海」プロジェクトを推進しています。このプロ
ジェクトは「森里川海を豊かに保ち、その恵み
を引き出すこと」「一人ひとりが、森里川海の
恵みを支える社会をつくること」を目指してい
ます。私たち一人ひとりが意識や行動を変えて
いくことで、森里川海を支えることができます。
活動報告も随時募集しています。まずはできる
ことから、始めてみましょう。このプロジェクトへの賛同はこちらから。
http://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/
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EPOに求められる変革
井上郡康（環境省東北環境パートナーシップオフィス）

全国8カ所に設置された
環境パートナーシップオフィス（EPO）の活動

　世の中は平成の世から“令和”の
世になり新時代を迎えた。
　つい20年前は常識だった事が今
では非常識になったり、これまで考
えもされなかったことが普通に考え
られたりする。1983年に全国展開
された飲料用ペットボトルは画期的
であったが、36年経った今、便利
ではあるが世界的な環境問題になり、
我々は利便性と環境課題からの変革
を求められている。
　EPO事業も例外ではなく、時代

の変革に対応できなければ運営は成
り立たなくなる。EPO東北は令和
に突入するタイミングで運営第4期
目に入り、大きな変革の時期を迎え
た。これまでは環境専門としてのパ
ートナーシップで物事が進んできた
が、今や世の中はESD/SDGs、地
域循環共生圏である。
　ESDを広めていくためには環境
の分野を超えて他の分野とつながる
必要がある。EPO東北では平成29
年から東北地方ESD活動支援セン
ターを構え、教育分野との融合を目
指してきた。環境分野と教育分野で
は物事の考え方や進め方に大きな違
いがあり、その溝を埋めなければ持
続可能な社会など確立しようもない。
そこで第一弾として足元から運営体
制、特に会議体制の見直しを始めて
いる。これまでEPO東北、東北地

方ESD活動支援センターには各々
に委員会があり各々に意見聴取を行
ってきたが、この委員会を同時開催
とした。相互理解を進め事務局を中
心により一体になって事業を進める
体制に変えた。結果が出るのは数年
後かもしれないが、間違いなく言え
ることは、各分野を融合したところ
に新たな光が見えていることだ。
　環境問題には分野はおろか国境さ
えもないはずである。細かい固定概
念を捨て新たな価値観で変革を起こ
していくことが求められている。

2005年より（公財）みやぎ・環境とくらし・ネ
ットワークにて気候変動に関する環境学習や啓
発用ツール開発に携わる。2010年よりEPO東
北にて従事。キリバス共和国における再生可能
エネルギー普及事業など海外事業も手掛ける。

環境省
東北環境パートナーシップオフィス 統括
井上郡康（いのうえ くにやす）

つながるEPOネットワーク

EPO東北と東北地方ESD活動支援センターの
委員会風景


